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PREASA４キャンペーン期間中の電離圏観測結果

Ionospheric observation during the PREASA4 campaign
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1 9 9 9年2月2 2日から3月1 4日に渡って行われたP R E A S A４においては、日本国内の電離層観測、東南アジア地域の
全電子数や地磁気測定を行う。フィジー、マニラに磁力計、T E Cメーターを設置、プーケットの地磁気観測も再
開され、東南アジア地域の広い領域に渡って観測が行われている。本研究では、これらの観測器を用いた電離圏
の総合解析として、特に沖縄のデジゾンデを利用した電離圏の電子密度構造、プラズマドリフトの振る舞いから、
TIDの伝搬や赤道域での様相、地磁気擾乱の応答などについての解析結果を報告する。
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このキャンペーンの目的は、低緯度東南アジアの衛星電波伝搬のバックグラウンドとなる電離圏の変動を解析
することである。電離層の変動に伴うスプレッドFや、高緯度からのT I Dの伝搬、その原因となる電離圏ダイナミ
クスについて考察を行い、多地点のデータを用いて赤道、中緯度電離圏の現象解明を目指すものである。
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